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内モンゴルのアルジャイ石窟の壁画 (一 )(楊 海英)

内
モ
ン
ゴ
ル
の
ア
ル
ジ
ャ
イ
石
窟
の
壁
画

―
第
二
八
号
窟
を
中
心
に
―

チ
ン
ギ
ス

・
ハ
ー
ン
の
最
期
の
舞
台

楊

海

英

中
華
人
民
共
和
国
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
西
部
、
黄
河
の
南
に
オ
ル
ド

ス
と
い
う
高
原
が
あ
る
。
オ
ル
ド
ス
高
原
の
西
北
部
に
ア
ル
ブ
ス
と
い
う

広
大
な
山
地
が
広
が
り
、
そ
の
な
か
か
ら
大
規
模
な
石
窟
群
が

一
九
八
〇

年
代
末
に
発
見
さ
れ
た
。
一
一〇
〇
三
年
二
月
、
中
国
の
国
家
重
点
文
物

（重

要
文
化
財
）
に
指
定
さ
れ
た

（地
図
参
照
）。

石
窟
群

。^
を
狙
嫡
″ρ
モ
ン
ゴ
ル
人
は
ア
ル
ジ
ャ
イ

（阿
爾
案
）
と
呼
び
、

中
国
語
で
は
百
眼
窟
と
い
う
。
も
と
も
と
数
珠
の
数
と
同
じ
く

一
〇
八
窟

あ

っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
洞
窟
は
六
五
で
、

岩
壁
に
彫
っ
た
仏
塔
は
二
十
八
を
数
え
る
。
石
窟
に
は
約
千
点
以
上
の
豪

華
絢
爛
な
壁
画
が
残

っ
て
お
り
、
三
〇
〇
〇
年
春
に
は
大
量
の
モ
ン
ゴ
ル

語
と
チ
ベ
ッ
ト
語
の
文
書
が
出
土
し
た

ア
ル
ジ
ャ
イ
石
窟
の
な
か
で
、も

っ
と
も
古
い
窟
は
長
方
形
の
造
り
で
、

奥
に
方
形
の
柱
を
彫
り
出
し
た
形
式
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
種
の
石
窟
は

四
世
紀
こ
ろ
の
北
魏
時
代
に
開
造
さ
れ
た
、
と
考
古
学
者
や
石
窟
研
究
家

た
ち
は
み
て
い
る
。
し
か
し
、
最
近
で
は
こ
の
種
の
方
形
中
心
柱
窟
は
イ



ン
ド
の
チ
ャ
イ
テ
イ
ア
窟
や
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
の
バ
ー
ミ
ヤ
ー
ン
の
議
輪
窟
の
影
響
を
受
け
て
い
る
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

石
窟
の
あ
る
ア
ル
ブ
ス
山
周
辺
は
、
十

一
世
紀
こ
ろ
に
勃
興
し
た
西
夏
王
国
の
領
土
に
入
っ
て
い
た
。
西
夏
王
国
は
当
時
の
新
興
勢
力

で
あ
る
モ
ン
ゴ
ル
に
な
か
な
か
帰
順
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
チ
ン
ギ
ス
ｏ
ハ
ー
ン
は

一
三
二
六
年
の
秋
に
西
夏
征
服
の
た
め

モ
ン
ゴ
ル
高
原
を
出
発
し
た
。

チ
ン
ギ
ス

・
ハ
ー
ン
は
黄
河
を
南
に
渡

っ
て
、
今
日
の
オ
ル
ド
ス
高

ユ
原
ｋ
灘
炉
ル
琥
。
十
三
世
紀
に
書
か
れ
た

『
元
朝
秘
史
』
に
、
チ

ン
ギ
ス

・
ハ
ー
ン
は
ア
ル
ブ
ス
山
で
巻
狩
の
最
中
に
馬
か
ら
落
ち
て
、
「多
数
の
洞
窟
」
に
入
っ
て
駐
営
し
た
と
あ
る
。
「多
数
の
洞
窟
」

と
は
今
の
ア
ル
ジ
ャ
イ
石
窟
で
あ
る
。
西
夏
王
国
は
敬
虔
な
仏
教
国
で
、
「多
数
の
洞
窟
」
は
石
窟
寺
院
だ

っ
た
。
仏
教
に
つ
い
て
ほ
と
ん

ど
知
識
を
も
た
な
か
っ
た
モ
ン
ゴ
ル
人
た
ち
は
単
純
に

「多
数
の
洞
窟
」
と
呼
ん
だ
。

西
夏
滅
亡
を
目
前
に
し
て
、
チ
ン
ギ
ス

ｏ
ハ
ー
ン
は
落
馬
の
怪
我
が
も
と
で
死
去
す
る
。
西
夏
が
滅
ん
で
元
朝
時
代
に
な
っ
て
も
西
夏

の
僧
侶
た
ち
は
厚
遇
さ
れ
、
ア
ル
ジ
ャ
イ
石
窟
寺
院
は
繁
栄
し
続
け
た
。
十
四
世
紀
末
に
モ
ン
ゴ
ル
が
中
原
か
ら
撤
退
し
漢
土
に
明
朝
が

成
立
す
る
が
、
ア
ル
ジ
ヤ
イ
石
窟
は
万
里
の
長
城
の
北
側
に
位
置
し
、
ず

っ
と
北
元
と
呼
ば
れ
る
モ
ン
ゴ
ル
の
勢
力
下
に
あ
つ
た
。
そ
し

て
十
七
世
紀
半
ば
に
ユ
ー
ラ
シ
ア
東
部
の
草
原
地
帯
が
後
金
国
に
統
合
さ
れ
て
い
く
混
乱
の
な
か
で
、
石
窟
寺
院
は
没
落
の
一
途
を
た
ど
つ

て
い
っ
た
。

一
一　
元
朝
時
代
の
仏
教
密
教
資
料
―
二
八
号
窟
を
例
こ

モ
ン
ゴ
ル
は
ュ
ー
ラ
シ
ア
に
跨
る
大
帝
国
を
建
立
し
た
。
帝
国
の
東
方
を
成
す
元
朝
は
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
を
国
教
と
し
、
チ
ベ
ッ
ト
の
高

僧
を
招
い
て
帝
師
や
国
師
の
称
号
を
与
え
て
い
た
。
ア
ル
ジ
ャ
イ
石
窟
の
壁
画
は
、
西
夏
時
代
の
も
の
が
少
数
で
、
大
半
は
元
朝
時
代
以

降
に
製
作
さ
れ
た
。
一
部
の
壁
画
の
四
方
に
は
回
鵠
文
字
モ
ン
ゴ
ル
語
と
チ
ベ
ッ
ト
語
、
そ
れ
に
古
代
イ
ン
ド
で
使
わ
れ
た
サ
ン
ス
ク
リ
ツ

ト
で
題
字
が
書
い
て
あ
る
。
い
ず
れ
も
仏
教
の
神
々
を
称
賛
す
る
内
容
で
あ
る
が
、
多
言
語
の
同
時
運
用
は
帝
国
の
権
威
と
多
様
性
を
演

出
し
て
い
る
。

本
報
告
で
は
ア
ル
ジ
ャ
イ
石
窟
の
な
か
の
第
二
八
号
窟
内
の
壁
画
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
私
は

一
九
九
九
年
か
ら
毎
年
二
～
三

回
は
ア
ル
ジ
ヤ
イ
石
窟
を
訪
れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
壁
画
を
観
察
し
、
出
土
文
書
を
整
理
し
て
き
た
。
そ
の
際
、
石
窟
内
で
壁
画
を
模

写
し
つ
づ
け
て
い
る
オ
ル
ド
ス
市

ハ
ン
ギ
ン
旗
出
身
で
、
現
在
ド
イ
ツ
を
拠
点
と
し
て
活
躍
中
の
画
家
ナ
ソ
ン
バ
ト

（Ｚ
３
●
●
げ
洋
巳

氏



内モンゴルのアルジャイ石窟の壁画 (一)(楊 海英)

と
出
会

っ
た

（写
真
１
、
２
）
。
ナ
ソ
ン
バ
ト
氏
に
は
将
来
、
壁
画
を
復
元
し
た
り
、
社
会
に
向
け
て
公
開
し
た
り
す
る
た
め
の
重
要
な
課

題
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

二
八
号
窟
は
岩
壁
の
南
側
に
あ
り
、
典
型
的
な
平
頂
方
形
中
心
柱
窟
で
あ
る

（平
面

・
断
面
図
参
照
）
。
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
方
形
中

心
柱
窟
は
北
魏
時
代
か
ら
造
営
が
始
ま

っ
て
い
る
が
、
現
在
の
二
八
号
窟
に
は
西
夏
以
前
の
壁
画
は
ほ
と
ん
ど
残

っ
て
い
な
い
。
地
元
の

考
古
学
者
や
文
物
管
理
者
た
ち
は
、
二
八
号
窟
内
の
壁
画
は
例
外
な
く
元
朝
時
代
の
も
の
だ
と
み
て
い
る
。
王
朝
が
替
わ
る
度
に
、
前
代

の
壁
画
を
削

っ
て
新
た
に
描
写
す
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
。

ま
ず
、
入
日
の
西
側
す
な
わ
ち
南
壁
の
右
側
に
は

「チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ー
ン
と
そ
の

一
族
を
祭
る
絵
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
壁
画
が
あ
る

（写

真
３
、
４
、
５
）
。
こ
の
作
品
は
ア
ル
ジ
ャ
イ
石
窟
の
な
か
で
、
い
ま
ま
で
に
も

つ
と
も
注
目
さ
れ
て
き
た
壁
画
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
中
央

の
チ
ン
ギ
ス

・
ハ
ー
ン
を
二
人
の
妃
が
囲
み
、
そ
の
左
側
に
四
人
の
息
子
た
ち
が
並
ん
で
座
っ
て
い
る
。　
一
族
の
前
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
民

族
か
ら
な
る
臣
下
た
ち
が
左
右
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
座

っ
て
い
る
。
そ
し
て
彼
ら
の
右
前
方
に
は
馬
や
ラ
ク
ダ
、
そ
れ
に
牛
の

群
れ
を
献
上
す
る
人
々
が
い
る
。
こ
の
絵
の
背
景
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
ア
ル
ジ
ャ
イ
石
窟
そ
の
も
の
だ
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
人
生
最

期
の
と
き
に
ア
ル
ジ
ャ
イ
石
窟
で
療
養
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
死
後
に
石
窟
内
に

一
族
を
神
聖
視
す
る
壁
画
が
描
か
れ
た
、
と
の
見
方
が

定
着
し
て
い
る
。

入
口
に
向
か
つ
て
奥
の
正
壁
に
は
仏
亀
が
開
造
さ
れ
て
い
る
。
東
西
両
壁
に
は
仏
籠
が
な
く
、
壁
画
が

一
面
に
描
か
れ
て
い
る

（写
真

６
、
７
）
。
右
壁
に
は
上
段
に
奥
か
ら
持
金
剛
、
大
威
徳
金
剛
、
密
修
閻
魔

（写
真
８
、
９
）
、
大
威
徳
金
剛

（写
真
１０
、
■
）
、
密
集
金
剛

（写
真
１２
、

・３
）
、
一
一
つ
の
慣
怒
尊
な
ど
七
つ
の
壁
画
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
下
段
に
は
七
人
の
大
成
就
者
が
並
ん
で
い
る

（写
真
１４
、

・５
、

・６
、

・７
）
ｏ
上
段
の
方
に
比
べ
て
、
下
段
の
方
が
剥
落
し
た
り
、
破
壊
さ
れ
た
り
し
て
現
存
状
態
が
好
ま
し
く
な
い
。

左
壁
に
も
二
段
の
壁
画
が
あ
つ
た
。
現
在
、
上
段
に
は
奥
か
ら
勝
楽
金
剛

（写
真
１８
、

・９
）
、
持
金
剛
、
勝
楽
輪

（写
真
２０
、

２．
）
な
ど

七
つ
の
壁
画
が
あ
り
、
下
段
に
は
高
僧
か
も
し
く
は
祖
師
の
図
が
少
し
残

っ
て
い
る
。
左
右
対
置
的
に
展
開
さ
れ
て
い
る
構
図
を
考
え
る

と
、
恐
ら
く
左
壁
の
下
段
に
も
七
人
の
高
僧
か
祖
師
、
あ
る
い
は
七
つ
の
場
面
が
描
か
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。

%
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〓
一　
元
朝
モ
ン
ゴ
ル
の
二
重
の
聖

上
で
紹
介
し
た
二
八
号
窟
内
の
壁
画
の
よ
う
な
男
女
合
体
の
秘
密
仏
や
憤
怒
尊
を

一
般
の
モ
ン
ゴ
ル
人
た
ち
は
イ
ダ
ム
と
呼
ぶ
。
イ
ダ

ム
と
は
守
護
尊
を
意
味
す
る
チ
ベ
ッ
ト
語
に
由
来
す
る
。
こ
の
よ
う
な
守
護
尊
は
普
通
、
灌
頂
し
て
い
な
い
者
に
は
公
開
し
な
い
。
私
自

身
も
子
供
の
こ
ろ
に
チ
ベ
ツ
ト
仏
教
の
寺
院
に
入
っ
た
時
、
秘
密
仏
や
憤
怒
尊
に
は
い
つ
も
シ
ル
ク
の
幕
が
掛
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
覚

え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
神
秘
的
な
色
彩
に
包
ま
れ
た
壁
画
に
は
ど
の
よ
う
な
原
理
が
隠
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

立
川
武
蔵
は
密
教
に
つ
い
て
論
じ
た
際
に
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
中
世

（十
～
十
五
世
紀
）
チ
ベ
ッ
ト
の
仏
教
は
密
教
的
色

彩
が
強
く
、
九
～
十
世
紀
頃
に
イ
ン
ド
で
成
立
し
た
新
し
い
密
教
経
典
の

「勝
楽
タ
ン
ト
ラ
」
や

「呼
金
剛
タ
ン
ト
ラ
」
が
重
視
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
タ
ン
ト
ラ
経
典
の
主
尊
で
あ
る
勝
楽
尊
な
ど
は
、
血
に
満
ち
た
頭
蓋
骨
杯
を
も
ち
、
肉
切
り
包
丁
を
振
り
上
げ
、
明
妃
を
抱
く
。

こ
の
よ
う
な
秘
密
仏
は
チ
ベ
ッ
ト
中
世
以
降
の
密
教
パ
ン
テ
オ
ン
内
の
代
表
で
あ

っ
た
。
チ
ベ
ッ
ト
高
原
だ
け
で
な
く
、
お
よ
そ
チ
ベ
ッ

ト
密
教
が
伝
わ

っ
た
先
々
で
、
不
動
の
地
位
を
獲
得
し
て
諸
神
の
頂
点
に
立
つ
よ
う
に
な

っ
た
の
も
事
実
で
あ
ろ
う
。

血
や
骨
の
儀
礼
、
性
的
オ
ル
ギ
ー
を
も
合
む
性
崇
拝
、
憑
依
な
ど
の
エ
ク
ス
タ
ー
ゼ
が
純
化
さ
れ
る
局
面
や
度
合
い
に
よ
つ
て
、
あ
る

宗
教
形
態
が
密

教
か
否
か
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
立
川
武
蔵
は
さ
ら
に
い
う
。
つ
ま
り
、
日
常
に
お
い
て

「不
浄
な
る
も
の
」
が

「浄

な
る
も
の
」
の
価
値
を
も

つ
よ
う
に
聖
化
さ
れ
た
場
合
、
血
や
骨
の
儀
礼
も
す
ぐ
れ
て
密
教
的
と
な
る
。
神
と
女
神
の
合

一
し
た
姿
も
世

界
そ
の
も
の
で
あ
る
。

立
川
武
蔵
流
に
考
え
れ
ば
、
ア
ル
ジ
ャ
イ
石
窟
第
二
八
号
窟
は
ま
さ
に
元
朝
時
代
の
モ
ン
ゴ
ル
の
聖
な
る
も
の
を
集
約
し
た
場
所
と
な

る
。
チ
ン
ギ
ス

ｏ
ハ
ー
ン
は
い
わ
ば
モ
ン
ゴ
ル
そ
の
も
の
を
創
造
し
た
人
物
で
、
死
後
に
も
神
格
化
さ
れ
、
そ
の
祭
祀
活
動
は
今
日
ま
で

シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
し
き
た
り
に
従

っ
て
維
持
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
元
朝
の
支
配
者
た
ち
に
と
つ
て
、
チ
ン
ギ
ス

・
ハ
ー
ン
と
い
う

ひ
と
り
の

「神
」
だ
け
で
は
不
十
分
だ
っ
た
。
か
れ
ら
は
さ
ら
に
チ
ベ
ツ
ト
仏
教
の
神
々
の
威
力
を
も
借
用
し
た
。
仏
教
の
典
籍
は
シ
ャ
ー

マ
ン
の
口
伝
す
る
テ
キ
ス
ト
よ
り
論
理
的
に
見
え
、
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
的
な
宇
宙
観
だ
け
で
は
完
全
に
純
化
で
き
な
か
っ
た
血
や
骨
の
儀

礼
を
も
聖
化
で
き
た
と
こ
ろ
が
、
魅
力
的
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
二
八
号
窟
は
、
モ
ン
ゴ
ル
の
唯

一
に
し
て
固
有
の
聖
と
し
て
の
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ー
ン
と
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
体
系
的
な
聖

と
を
対
等
に
扱

っ
て
い
る
。
い
わ
ば
、
二
つ
の
神
聖
性
が
演
出
さ
れ
た
場
で
あ
る
。

内モンゴルのアルジャイ石窟の壁画 (一 )(楊 海英)
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四
　
今
後
の
展
望

仏
教
が
中
国
や
朝
鮮
半
島
そ
し
て
日
本
に
伝
わ
っ
た
も

つ
と
も
古
い
ル
ー
ト
の
ひ
と
つ
が
シ
ル
ク

・
ロ
ー
ド
で
あ
る
。
バ
ー
ミ
ヤ
ー
ン

や
敦
爆
を
は
じ
め
、
多
数
の
石
窟
が
東
伝
の
ル
ー
ト
上
に
造
営
さ
れ
た
。
石
窟
は
造
営
当
時
の
最
先
端
の
建
築
技
術
や
美
術
の
精
粋
を
集

め
て
造
ら
れ
た
。
東
西
の
文
明
が
融
合
し
て
創
出
さ
れ
た
文
化
の
宝
庫
で
あ
る
。

北
ア
ジ
ア
の
草
原
地
帯
に
仏
教
が
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
伝
わ
り
、
ど
ん
な
形
で
開
花
し
た
の
か
。
ま
た
、
元
朝
時
代
の
仏
教
信
仰

の
実
態
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ

っ
た
の
か
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
明
す
る
た
め
に
は
、
ア
ル
ジ
ャ
イ
石
窟
内
の
壁
画
や
出
土
文
書
が
大
き

な
手
が
か
り
と
な
る
。
今
後
、
こ
れ
ら
の
資
料
に
対
す
る
総
合
的
な
研
究
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

注
記
　
本
研
究
は
科
研
費

「ア
ル
ジ
ャ
イ
石
窟
１
号
窟
出
土
モ
ン
ゴ
ル
語
古
文
書
に
関
す
る
歴
史
人
類
学
的
研
究
」
（大
野
旭

（楊
海
英
）

代
表
）
の
研
究
成
果
の

一
部
で
あ
る
。
な
お
、
一
部
文
章
は
私
が
二
〇
〇
四
年

一
二
月
十
六
日
に

『讀
賣
新
聞

・
夕
刊
』
に
掲
載
し
た

「チ

ン
ギ
ス

・
ハ
ー
ン
の
遺
産
―
中
国

・
ア
ル
ジ
ャ
イ
石
窟
」
と
重
な
っ
て
い
る
こ
と
を
断

っ
て
お
き
た
い
。
ア
ル
ジ
ャ
イ
石
窟
で
調
査
し
て

い
た
こ
ろ
に
は
文
物
管
理
所
所
長
の
巴
図
吉
日
嘔
勒
先
生
の
多
大
の
支
持
を
得
た
。友
人
の
Ｚ
お
●
●
σ
誅
口
氏
は
本
研
究
に
模
写
作
品
の
掲

載
を
快
諾
し
て
く
れ
た
。
併
せ
て
哀
心
よ
り
感
謝
し
た
い
。

ア
ル
ジ
ャ
イ
石
窟
出
上
の
文
書
に
つ
い
て
は
、
大
野
旭

（楊
海
英
）
著

『
ア
ル
ジ
ャ
イ
石
窟

一
号
窟
出
土
モ
ン
ゴ
ル
語
古
文
書
に
関

す
る
歴
史
人
類
学
的
研
究
』
（科
研
報
告
書
　
一
一〇
〇
五
年
三
月
、
課
題
番
号

一
一
五
五
二
〇
五

一
四
）
に
詳
し
い
記
述
が
あ
る
。

東
山
健
吾

　

『
敦
建
三
大
石
窟
』
講
談
社
　
一
九
九
六
年
、
五
二
頁
。

宮
治
昭

　

『
バ
ー
ミ
ヤ
ー
ン
、
遥
か
な
り
』
　

日
本
放
送
出
版
協
会
　
一
一〇
〇
二
年
、　
〓

一五
頁
。

ア
ル
ジ
ャ
イ
石
窟
に
つ
い
て
は
綿
密
な
考
古
学
的
調
査
は
ま
だ
実
施
さ
れ
て
い
な
い
。
将
来
、
各
窟
を
精
査
す
れ
ば
、
現
存
の
壁
画

の
下
に
、
あ
る
い
は
隅
に
も

つ
と
古
い
時
代
の
壁
画
の
断
片
が
発
見
さ
れ
る
可
能
性
は
あ
る
。

ア
ル
ジ
ャ
イ
石
窟
の
壁
画
に
関
す
る
図
像
学
的
研
究
は
ま
だ
始
ま

っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。
壁
画
の
内
容
と
名
称
等
に
つ
い
て
は
、
地

4 3 2
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内モンゴルのアルジャイ石窟の壁画 (一 )(楊 海英)

10 9  8

元
の
考
古
学
者
や
文
物
管
理
者
、
そ
れ
に
ア
ル
ジ
ャ
イ
石
窟
を
拠
点
と
す
る
モ
ン
ゴ
ル
人
僧
侶
た
ち
か
ら
の
情
報
を
総
合
し
て
、
暫

定
的
に
用
い
て
い
る
こ
と
を
断
っ
て
お
き
た
い
。

田
中
公
明

　

「チ
ベ
ツ
ト
仏
教
美
術
」
立
川
武
蔵
　
頼
富
本
宏
編

『
チ
ベ
ッ
ト
密
教
』
春
秋
社

　
一
九
九
九
年
、　
三
全
二
―

一
八

一

頁
。
『
タ
ン
カ
の
世
界
―
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
美
術
入
門
』
山
川
出
版
社
　
一
一〇
〇
三
年

（初
版
二
〇
〇

一
年
）
。

立
川
武
蔵

「序
論
―
チ
ベ
ッ
ト
密
教
と
は
何
か
」
立
川
武
蔵
　
頼
富
本
宏
編

『
チ
ベ
ッ
ト
密
教
』
春
秋
社
　
一
九
九
九
年
、　
〓

一―

一
三
頁
。

立
川
武
蔵
、
前
掲
文
、　
三
ハ
ー

一
七
頁
。

楊
海
英

　

『
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ー
ン
祭
祀
―
試
み
と
し
て
の
歴
史
人
類
学
的
再
構
成
』
風
響
社
　
一
一〇
〇
四
年
。

巷
の
研
究
者
の
な
か
に
は
、
チ
ベ
ツ
ト
仏
教
は

「性
的
な
儀
礼
」
を
重
視
す
る
た
め
、
元
朝
帝
室
に
歓
迎
さ
れ
た
と
い
う
、
世
俗
的

な
目
で
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
を
強
調
す
る
見
方
が
あ
る
。
『
元
史
』
列
伝

・
后
妃

一
の
項
に
は
、
大
都
城
内
の
高
寧
寺
に
多
数
の

「秘
密
佛

像
」
が
安
置
さ
れ
て
い
た
が
、
見
学
に
訪
れ
た
成
宗
の
妃
は
そ
れ
を
醜
怪
と
し
、　
ハ
ン
カ
チ
で
顔
を
覆

っ
て
去
り
、
や
が
て
仏
像
も

破
壊
さ
れ
た
、
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
大
都
の
チ
ベ
ツ
ト
仏
教
寺
院
に
も
幾
度
か
の
波
乱
が
あ

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
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ヽ

写真 2:アルジヤイ石窟内で壁画を模写するナソンバ ト氏

写真 1:ドイツ在住の画家ナソンバ ト(左 )と筆者。2004

年夏、アルジャイ石窟を背景に。



内モンゴルのアルジャイ石窟の壁画 (一 )(楊 海英)

写真 3:28号窟南壁右側の壁画全体(模写 )
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劇 料 ヽ 「 ¶ ヾ 七 Ｎ く ′ ― マ 針 ゛ Э Ｉ 浦 中 畿 か お 」 針
，

ψ 薯 り
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内
モ

ン
ゴ
ル

の
ア
ル

ジ
ャ
イ
石

窟
の
壁

画
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楊
 

海
英

)

判 糾 い Ｌ ¶ ヾ 七 Ｎ く ′ ― マ 針 中 Э Ｉ 滞 鮮 波 が お 」 館 ワ ０ 当 ゆ Э 前 劇
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劇 糾 劇 も ∞ 巾 酬 冊 憚 Э 鼎 回内
モ

ン
ゴ
ル

の
ア
ル

ジ
ャ
イ
石

窟
の
壁

画
(一

)(
楊
 

海
英

)

イ
5



劇 糾 ∞ 中 麟 嚇 酬 調 　 針 憚

劇 料 ｏ 職̈ 嚇 酬 調 Э 前 劇

イ
δ



内
モ

ン
ゴ
ル

の
ア
ル

ジ
ャ
イ
石
窟

の
壁
画

(一
)(
楊
 
海
英

)

鋼 糊 ご 汁̈ 聾 甜 ゆ 聖 　 針 憚

判 河 二 汁̈ 聾 壽 ゆ 聖 Э 前 劇

イ
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劇 糊 恙 対̈ 柵 ゆ 聖 　 針 椰 劇 糾 お 】 討 柵 ゆ 聖 Э 前 劇

イ
∂



内モンゴルのアルジャイ石窟の壁画 (一 )(楊 海英)

写真14:大成就者 (奥から1番 目)右 壁

写真15:大成就者 (奥から2番 目)
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写真16:大成就者 (奥から3番 目)右 壁

写真17:写真14、 15、 16の模写
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内
モ

ン
ゴ
ル

の
ア
ル

ジ
ャ
イ

石
窟

の
壁

画
(一

)(
楊
 

海
英

)

歩 トヽ

劇 糾 “ ” 諄 激 ゆ 聖 　 計 岬

劇 料 ご 課̈ 撒 ゆ 聖 Э 前 劇
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劇 糾 ８ 撃̈ 脳 罫 　 計 憚

劇 糾 蜃 課̈ 激 罫 Э 前 劇
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